
市町村の子ども・子育て支援制度について 

（代表的な３つの支援制度） 

                       
代表的な制度 対 象 内 容 情報発信方法 担当課 

大
町
市 

①出産祝金 

 

 

大町市に住所

を有し、出産し

て児童を養育

する父母。    

・出産を祝福して、

出産祝金等を支給

する。    

第 1 子 50,000 円、

第 2 子 80,000 円、

第 3子 100,000 円 

・市のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

・くらしのｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 

など 
 

 

 

 

子育て支援係 
 
 

 

 

② 

こんにちは 
赤ちゃん事業 

 

生後４か月児 

 

 

 

 

 

 

・地域の主任児童委
員、民生児童委員
が家庭を訪問す
る。プレゼントを
持参し、子育て支
援についての情報
（子育て応援ガイ
ド）を提供する。 

 

・「子育て応援ガイド」
は、市のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
に掲載。 

 
 
 
 
 

 
子育て支援係 
 
 
 
 
 
 
 

③ 
児童クラブ 
運営事業 

・保護者が就労
介護等によ
り留守にな
るご家庭の
児童 

 

 

・下校後帰宅しても保

護者がいない児童

（留守家庭児童）を

保護し健全育成指導

を行ないます。 

 当事業は、授業とは違

い、支援員が保護者の

代わりとなって、遊び

などを通して生活指導

を行なっています。 

・市のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

・くらしのｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 

など 

 

子育て支援係 

池
田
町 

①入学祝金 

 

・小学校 1学年 
入学児童 

・中学校 1学年 
入学生徒 

 

・小 1 ／ ５万円    

 

・中 1 ／ ３万円 

 

 

 
対象年齢保護者に 
通知 
 
 

教育委員会 
学校保育課 
 

 
② 
・セカンドステ

ップ 

・ステップアップ 

・チャレンジ教室 

 

 

 

 

・小学１年生 
・年長児 
・年中児 
  
 

 

 

 

 

社会的言動を身に付け

ることによって、自尊

心や社会への適応力を

高め、子どもたちがよ

り健全な対人関係をは

ぐくんでいくことを目

的とした教育プログラ

ム 

 

対象学年保護者に 
通知 
 
 
 
 
 
 

 
教育委員会 
学校保育課 
子ども子育て
推進室 
 
 
 
 

 
③ＣＡＰ教室 
（アメリカで開

発された人権教

育プログラム） 

 

・小学校５学年 
・中学校２学年 

子どもたちが、いじ
め・痴漢・虐待等様々
な暴力から身を守る
ための教育プログラ
ム 

 
対象学年保護者に 
通知 

 
教育委員会 



 代表的な制度 対 象 内 容 情報発信方法 担当課 

松
川
村 

①保育料 

第２子半額 
第３子以降無
料 
 

・年齢、所得に
関係なく、生計
同一の兄姉が
いる第２子、第
３子 

・保育料減免 
 
 
 
 

・村のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、  
ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを担当窓口
に配置 

 
 
 

子育て応援課
子育て応援係 
 
 
 

② 
給食費の補助 
 
 

・全小中学生 ・一人当たり年額 
２万円の補助 
 

・村のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、  
ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを担当窓口
に配置 

・該当者への通知 

・学校教育課 
 学校教育係 
 

 
③ 
子ども未来セ
ンター 

・全ての子ども
及びその保護
者 

・乳幼児から高校生
までの居場所 
 

・村のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、  
ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを担当窓口
に配置 

 

・学校教育課 
 学校教育係 

白
馬
村 

① 

白馬村子育て

支援センター 

「おひさま」 

・乳幼児から 

18 歳まで 

・子育て、就園、就
学、学校生活、就労
等の相談できます。 

・村の HP 

・チラシを窓口に配置 

・村内各所にポスター
の掲示 

子育て支援課 

② 

白馬村子育て

支援アプリ 

「おひさまメ

モリーズ」 

・村民の方 ・電子母子手帳とし
ての機能 

・地域の子育てに関
するイベント等の
情報発信をしてい
ます。 

・村の HP 

・チラシを窓口に配置 

子育て支援課 

 

③ 
小児科オンラ
イン 

・村民の方で 
0 歳から 15 歳
までのお子さ
んがいる家庭 

・平日 18 時から 22
時までの間、LINE
や電話で小児科医
に相談できます。 

・村の HP 

・チラシを窓口に配置 

子育て支援課 



 代表的な制度 対 象 内 容 情報発信方法 担当課 

小
谷
村 

①出産祝い金 ・小谷村に住所

を有する出生

児の保護者で、

小谷村に住所

を有し、出産

（戸籍法に定

められた出生

届が受理され

たもの）の後も

引き続き出生

児と共に１年

以上住所を有

する者。 

 

第 1子 100,000 円 

第 2子 200,000 円 

第 3子以降 

    300,000 円 

・出生の届け出時に、

戸籍窓口において

祝い金を手渡す。 

 

 

 

 

 

住民福祉課 

② 
保育料の減額 

小谷村保育園

に通園する 3

歳以上の児童 

・該当児童が第 2子
のとき保育料を半額
にする。 

・該当児童が第 3子
以降のとき保育料を
無料とする。 

・非課税世帯の場合、
第 2子の保育料を無
料とする。 

・この他、規則で定
める世帯の保育料
は、第 1 子は半額、
第 2子以降は無料と
する。 

この場合、在籍児童
以外の子が小谷村保
育園に在籍するかを
問わない。 

・保育園入園届け出時
に資料を配布し説明
する。 

・村のホームページに
掲載。 

 

 

 

 

教育委員会 
小谷村保育園 
 

③ 
高等学校等 
子育て応援 
助成金 

・小谷中学校又
は県内公立特
別支援学校中
等部若しくは
県内の公立及
び私立中高一
貫校前期課程
卒業生の保護
者で、小谷村内
に住所を有す
る者とする。 

・高等学校（全日制、
定時制、通信制）、中
等教育学校の後期課
程、特別支援学校の
高等部及び高等専門
学校の１学年から３
学年まで並びに専修
学校の高等課程（以
下「高等学校等」と
いう。）に在学してい
る者に対し、通学費
として一人当たり年
間 30,000 円。 

・助成の対象となる保
護者に対し、申請書類
を郵送する。 

・村のホームページに
掲載。 

 

 

 

 

 

教育委員会 

総務学校係 

 


